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１．事業の概要

沖縄島北部にのみ生息する鳥類で、近年、ノネコやマングース等の外来

種の影響などを受けて、生息個体数と生息域を急激に減らしているヤンバ

ルクイナの野生個体の一部を飼育下に保護するとともに、飼育下において

繁殖させ、それにより増殖した個体を本来の生息地に野生復帰させること

で野生個体群の回復を図る事業を実施するために、ヤンバルクイナの飼育

下繁殖用の施設を整備するもの。

２．事業計画

ヤンバルクイナ飼育下繁殖施設の整備

平成20年度 設計及び整備 （完成）

平成21年度 施設供用開始・飼育下繁殖の開始

３．施策の効果

絶滅の危機に瀕するヤンバルクイナの個体の一部を飼育下に保護して繁殖

させ、飼育下で増殖した個体を本来の生息地に野生復帰させることで本種の

絶滅を回避する。

４．備考

事業費 64,986千円 ヤンバルクイナ飼育下繁殖施設整備 64,986千円



絶滅のおそれのある種の生息域外保全
（飼育下繁殖→野生復帰）に関する取組

野生復帰計画（プログラム）の策定
（順化訓練、放鳥・放獣、その後の監視方法など）

順化施設の設計

順化訓練の実施
（飛行・採餌・繁殖・社会性など）

周辺環境整備
に対する支援

（ボランティア・NPO活動の支援）

野生復帰の実施
（放鳥・放獣など） 野生復帰個体の監視

（モニタリング）

順化施設の整備

＜目標＞

種の絶滅の回避
野生個体群の回復地域住民の

コンセンサスづくり
（普及啓発活動・パンフレットなど）

飼育下繁殖施設の整備

ハード ソフト

飼育下繁殖施設の設計

平成20年度
ヤンバルクイナ


